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教員 EA プロジェクト応募資料 

応募区分 教育実践部門「恵那市の魅力を英語で発信しよう」 

所属（園・学校名） 恵那市立恵那東中学校区４校（恵那東中学校、大井小学校、大井第二小学校、東野小学校） 

氏名 恵那東中学校区４校英語科教員 代表：恵那東中学校教頭 勝川秀樹 

東中（勝川、土屋、各務、河原、尾関）、大井小（龍田）、大井二小（松井）、東野小（中神） 

取り組んだ課題 

 

 

恵那市では子どもの数が減少してきており、地元の文化や伝統の継承が十分にできない状況が

生まれつつある。一方、中山道大井宿目当ての欧米からの外国人旅行客は大幅に増加してきてい

る。こういった実態（課題）を踏まえ、恵那の子供たちに地元の魅力（文化や歴史）についての

理解を深めさせ、その知識を活かして英語で発信する活動を仕組めば、自分とふるさとを愛する

子供を育てられると共に、地域の活性化にもつながると考えこのプロジェクトを企画した。 

具体的な 

活動内容 

（別紙参照） 

 

 

 

 

 

 

 

（令和４年度４月）大井地域学校協働本部と恵那東中校区の小中学校の校長とで上記の活動のね

らいの確認や活動内容及び活動方法を検討した。 

（令和４年夏休み】小中学生にボランティアを募り、恵那東中学校を活動の拠点として、大井宿

や恵那の歴史について英語で説明できるよう練習した。恵那市国際交流協会や地域の英語指導者

と連携をして指導にあたる。英語ボランティアとして応募した児童生徒約２０名が参加。 

（令和４年２学期より）恵那東中学校と定期的にオンラインで英会話交流をしている台湾嘉義市

北興国民中学校、シンガーポールインターナショナルスクールの生徒に向けて、恵那の魅力を

英語で伝える活動を開始。合計７回の交流会を行い、毎回、約２０名の小中学生がボランティ

アとして参加。 

（令和５年５月）中京高校の姉妹校（カナダ）の中学生約３０人が恵那東中学校を訪問。恵那の

文化を英語で伝える活動を行う。 

（令和５月２６日、２７日）嘉義市北興国民中学校の生徒約２０名が恵那東中学校を訪問。２７

日（土）は、大井宿の街並みを小中学生英語ボランティアが案内をした。 

取り組み成果 

（別紙参照） 

 

 

 

 

 

 

【児童・生徒の変容】 

・地元の魅力を異なる文化・言語をもつ人へ発信したことで、より深く恵那の良さを知ることが 

できた。 

・異なる文化や言語をもつ人々との交流を通して、自分たちの文化を伝える楽しさを味わうと共 

に、もっと英語を学習したいという意欲の高まりにつながった。特に小学生の英語ボランティ 

ア参加者からは、中学校での英語学習が楽しみになったという声が多く聞かれた。 

・中学校レベルの英語を超えて更に英語力を高めようとする中学生が出てきた。 

【地域の声】 

・子ども達の活動が恵那市の観光の発展に寄与する素晴らしい取組に感謝している。 

今後の活動展開 

 

 

 

台湾嘉義市北興国民中学校とのオンライン交流を中心に、海外との文化交流は継続、発展させ

ていく。今年８月には、恵那東中校地区に設置してある歴史建造物等の観光案内板が刷新される

ことに伴い、看板に新しくＱＲコードを挿入し、それを読み取ると、児童・生徒がそれぞれの建

造物等について英語で説明をする企画が進行中。 

大井小学校 

校長 吉村 良 

所見 

 恵那市の課題と実態を捉え、勝川教頭を中心に充実した取組ができている。特に素晴らしいの

は、子ども達が進んで英語ボランティアに参加し、地元の魅力を伝える楽しさを味わったり、英

語力向上の意欲を高めたりできている点である。また、こういった英語の学びの先にあるものが

地域の活性化であることが実に見事である。 




